
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護キャリア開発センター 内線 3276・3277 kango-c@wakayama-med.ac.jp 

フィジカルアセスメントⅡ シミュレーション研修 

メンバーシップⅢ研修 

〈研修医の感想〉 

✎研修に参加してとてもためになった。 

✎医師・看護師間のコミュニケーションで互いが考えていること

や行っていることなど、報告・情報交換を十分に行うことが重

要だと思った。 

✎患者への声かけなど、おそらく医師では学ぶ機会の少ないこ

とへの気付きが多かった。 

 

〈看護師の感想〉 

✎患者が急変していくなかで冷静に状況を把握しアセスメントする

ことの難しさが分かった。 

✎医師への報告方法や、リーダー看護師としてのメンバーへの指

示の出し方などを学ぶことができた。また看護師間、医師とのコ

ミュニケーションの重要性や、バイタルサイン値などの数値だけ

を見るのではなく、視診、聴診、触診などで患者の状態を観察

することの大切さを改めて実感した。 

 

 
演習後の 

ふり返り 
 演習風景 

❤2月 16 日、18 日に開催。1年目看護師の皆さんにとって今年度最後の研修でした！ 

❤内容➔2年目先輩看護師のお話…自分たちが 1 年目の終わりに何を思っていたかなど、 

経験を通して後輩に伝えたいことをお話してくれました。 

➔研修の最後には、1年後の自分に宛てたメッセージを開封。 

❤医大の新人看護師として送ったこの 1年、どうでしたか？ 

2 月 29 日と 3月 7日に保健看護学部 4年生を対象とした、

「就職前技術トレーニング」に参加しました。 

この講義にはセンターの看護職員 3 名と病棟の看護師 2 名が

出席し、学生に皮下注射と採血の技術を指導しました。臨床

で働く先輩看護師さんから技術を学べたことや、交流できた

ことは良い経験になりました。 

就職前技術トレーニングプログラム 

 
メッセージ 

開封  
先輩から 

1 年目へ☺ 

❤開催日：1月 13、14 日／内容：夜勤帯での急性過敏症への対応 

❤受講生 2～3名と研修医 1 名でグループを作り対応 

❤演習中の様子をビデオカメラで撮影し、研修後に自分たちの動きを振り返ってもらいました。客観的

に行動を見ることで、連携やコミュニケーション、課題など確認できたのではないでしょうか？ 


